
涅
槃
会
に
ち
な
ん
で

定
光
寺

乙
川
文
英

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日

加
茂
法
話
会

一
、
当
に
一
心
に
出
道
を
勤
求
す
べ
し
。

汝
等
比
丘
、
悲
悩
を
懐
く
こ
と
勿
れ
、
若
し
我
世
に
住
す
る
こ
と
一
劫
す
る
と

も
、
会
う
も
の
は
亦
た
当
に
滅
す
べ
し
。
会
う
て
而
も
離
れ
ざ
る
こ
と
終
に
得

べ
か
ら
ず
。・
・
・
応
に
度
す
べ
き
者
は
、
若
し
は
天
上
人
間
皆
悉
く
已
に
度
す
。

其
の
未
だ
度
せ
ざ
る
者
に
は
、
皆
亦
た
已
に
得
度
の
因
縁
を
作
す
。
自
今
已
後
、

我
が
諸
の
弟
子
、
展
転
し
て
之
を
行
ぜ
ば
、
即
ち
是
れ
如
来
の
法
身
常
に
在
し

て
而
も
滅
せ
ざ
る
な
り
。

汝
等
比
丘
、
常
に
当
に
一
心
に
出
道
を
勤
求
す
べ
し
。・
・
・
時
将
に
過
ぎ
な
ん

と
欲
す
、
我
れ
滅
度
せ
ん
と
欲
す
。
是
れ
我
が
最
後
の
教
誨
す
る
所
な
り
。（
『
仏

遺
教
経
』）

二
、
阿
難
は
多
聞
を
好
む
。

抑
も
阿
難
は
乃
往
過
去
の
昔
、
空
王
の
所
に
し
て
、
今
の
釈
迦
仏
と
同
時
に
阿

耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
を
発
し
き
。
阿
難
は
多
聞
を
好
む
。
故
に
未
だ
正
覚
を

成
ぜ
ず
。
釈
迦
仏
は
精
進
を
修
し
き
。
之
に
依
て
等
正
覚
を
成
じ
た
ま
ふ
。
実

に
知
る
、
多
聞
は
道
の
障
礙
た
る
こ
と
、
是
れ
其
証
拠
な
り
。
故
に
華
厳
経
に

曰
く
、
譬
へ
ば
貧
窮
の
人
の
他
の
宝
を
算
へ
て
自
ら
半
銭
の
分
な
き
が
如
し
。

多
聞
も
亦
復
た
是
の
如
し
と
。
親
切
に
此
道
に
訣
著
せ
ん
と
思
は
ば
、
多
聞
を

好
む
こ
と
勿
れ
。
直
に
勇
猛
精
進
す
べ
し
。（
『
伝
光
録
』
第
二
章
）


	一、当に一心に出道を勤求すべし。
	二、阿難は多聞を好む。

